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ICCA-LRI プログラムは、日本、米国、欧州の３極体制で展開中。 



 顧問会議からのお願い・期待 

 評価手法、リスク管理 → 世界標準化、世界調和 

 化学産業のグローバル化の基礎 



新LRIになって変った点 

従来のLRI 新 LRI 

研究課題 全課題、公募により決定。 
「指定課題」を導入。 
 

（日化協としてやるべき課題を自主的に決定。） 

研究期間 基本的に単年度 
複数年にわたる研究開発を可能に。 
 

（「継続課題」を導入。） 

研究対象 
広範囲にわたる。 
 

研究者からの応募内容による。 

LRIとして４つの研究分野を指定。 
 

次期課題立案のための「調査」「予備研究」
等をフレキシブルに。 

課題解決型 研究成果を活かしきれていない？ 
モニタリングによるチェック機能を拡充。 
 

「成果」のフォローも行う。 
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 顧問会議からのお願い・期待 

 評価手法、リスク管理 → 世界標準化、世界調和 

 化学産業のグローバル化の基礎 

 公募型研究 → 課題解決型研究 

 研究課題の選定をシステム化、ニーズの掘り起こし 

 研究テーマの硬直化を防ぐ（顧問会議、学術諮問会議の任務
の一つ） 

 ユーザー目線（顧問会議の任務の一つ） 

 ソリューション研究 

 現在の問題点、現代社会のニーズ 

 将来、発生する可能性のある課題の見通し、対策 
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 ＬＲＩ の認知度を上げる 
 化学業界が一丸となってリスク評価等に取り組んでいることが伝わってい
るか、仕組みが認知されているか 

 個別の発表 ＋ 一般の方の理解増進、公開講演会、出前授業 

 ＬＲＩ が役に立っていることを化学系企業にアピール 

 厚生労働省、環境省、経済産業省との協働作業 


